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Ⅰ．はじめに

　৿ྛͷਫݯᔻཆػೳͷ࣋ଓతൃشʹ͓͍ͯɼ৿ྛെ࠾͸େ͖ͳ
ΠϯύΫτͰ͋Δɻ͜ͷ৿ྛെ࠾ʹΑͬͯɼ෋ӫཆԽ෺࣭ͷҰͭ
Ͱ͋Γɼਓମ΁ͷ༗͔ੑ֐Βਫ࣭ج४΋ఆΊΒΕ͍ͯΔྲྀܢਫத
ͷ঳ࢎଶ஠ૉೱ౓͸૿େ͢Δʢ1ɼ2ʣɻ͜ͷΑ͏ͳԼྲྀҬੜଶܥ
΁ͷڥ؀ෛՙʹ഑ྀ͠ɼۙ೥Ͱ͸େن໛ͳ޿Ҭെ͔࠾Βଳঢ়െ࠾
౳ͷখ໘ੵെ࠾ʹγϑτ͖͍ͯͯ͠Δɻෳ਺ՕॴͰখ໘ੵെ͠࠾
ͨํ͕ɼಉ໘ੵΛ 1 Օॴ޿Ҭെ͢࠾ΔΑΓ૬ରతʹྛԑ෦෼͕૿
͑Δɻྛԑ෦෼͸െ࠾ʹΑΔ஍Թ্ঢ౳ͷڥ؀มԽ͕െ࠾த৺෦
΄Ͳେ͖͘ͳ͍ͱ͑ߟΒΕΔͨΊɼെ࠾த৺෦ΑΓ΋஠ૉ౳ͷྲྀ
ग़཈੍ޮՌ͕͍ߴͱظ଴͞ΕΔɻ͔͠͠౔৕தͷ஠ૉҠಈྔͷଌ
ఆ݁Ռʹ͍ͯͮ͜جΕΛධՁͨ͠ྫࣄڀݚ͸΄ͱΜͲͳ͍ɻͦ͜
ͰຊڀݚͰ͸ɼࣼ໘Ґஔ΍ྛԑ͔Βͷڑ཭͕ҟͳΔෳ਺ͷ஍఺Ͱ
െ࠾ 1 ೥લ͔Βെ࠾൒೥ޙ·Ͱͷ౔৕தͷ஠ૉҠಈྔΛܧଓతʹ
ʹΛ໌Β͔ڹӨ͢΅ٴʹͷ౔৕தͷ஠ૉҠಈޙ௚͕࠾ଌ͠ɼെ؍
͢Δɻ

Ⅱ．研究方法

ʢ1ʣௐࠪ஍
ࣼ܏༗ྛ಺ʣʹ͋Δࠃޢຊ৿ྛ؅ཧॺ໦۽ʢޢ໦ࢢ٠஑ݝຊ۽　
͕໿ 30 ౓ͷೆ౦͖ࣼ޲໘ͷਓྛ޻Λௐࠪ஍ͱͨ͠ʢਤʵ 1ʣɻௐ
ࠪ஍ͷඪߴ͸໿ 700N Ͱද૚஍࣭͸৽ୈؠ༹ؠࢁ҆لࡾɾՐؠࡅ
Ͱ͋Δɻ౔৕͸׊৭৿ྛ౔Ͱࣼ໘্෦͸ #%	E
 ɼԼ෦͸ܕ #% Ͱܕ
͋Δɻ২ੜ͸ࣼ໘্෦͕໿ 60 ೥ੜͷώϊΩྛɼࣼ໘Լ෦͕໿ 60
೥ੜͷεΪྛͰ͋Δɻௐࠪ஍ͷ໿ 1LN Լྲྀͷ࿐৔ͰஷཹࣜӍྔ
ΑΓଌఆͨ͠ʹܭ 2012 ೥ͷ߱ਫྔ͸໿ 3�00NN Ͱ͋Δɻௐࠪ஍
Ͱ͸ 2013 ೥ 2ʙ3 ݄ʹെ౗ɾൖग़ɾεΪ২͕࠿Ұׅͯ͠ߦΘΕͨɻ

െ౗໦͸ϋʔϕελͷ΢ΠϯνʹΑΓ஍Ҿ͖ͰԼͷྛಓʹશ໦ू
Βͳ͔ͬͨɻ࢒΅΄͸ࡐ࢒৚౳ͷࢬʹΕͨɻͦͷͨΊྛ஍͞ࡐ

ʢ2ʣௐࠪɾ෼ੳํ๏
　െ۠࠾ͷ౦ଆྛԑ͔Βͷڑ཭ʹԠͯ͡ɼࣼ໘্෦ͱࣼ໘Լ෦ͷ
ͦΕͧΕྛԑ͔Β �N ͷ஍఺ɼ20N ͷ஍఺ɼ͓Αͼରর۠ͱͯ͠
ྛԑ͔Β 20N ྛ಺ଆʹௐࠪ஍఺Λઃఆͨ͠ʢܭ 6 ஍఺ʣɻ౔৕ͷ
ਂ͞ 30DN ʹϙʔϥεϓϨʔτɾςϯγϣϯϥΠγϝʔλʢ3ɼ
4ʣΛઃஔ͠ɼ֓Ͷ 2 िؒຖʹ౔৕ਫΛ࠾औͯ͠ਫҠಈྔΛࢉग़
ͨ͠ɻ·ͨɼ࠾औࢼྉΛ࣮ؼͪ࣋ʹࣨݧΓ 0.4�ЖN ͷϝϯϒϨϯ
ϑΟϧλʔͰΖաޙɼΠΦϯΫϩϚτάϥϑ๏ʢ%*0N&9 ࣾɼ
%9 �00 ೱ౓ͱΞϯϞχΞೱ౓Λଌఆͨ͠ɻ౔ࢎʣʹΑΓ঳༺࢖
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九州北部のスギ・ヒノキ人工林における伐採前後の土壌中の窒素移動量 *１ 

 

釣田竜也*2 ・石塚成宏*2 ・稲垣昌宏*2  
 
*１ Tsurita, T., Ishizuka, S. and Inagaki, M. : Nitrogen leaching before and after clear felling in a Japanese cedar and cypress forest in northern Kyushu. 
*2 森林総合研究所九州支所 Kyushu Res. Center, For. & Forest Prod. Res. Inst., Kumamoto 860-0862 
 
釣田竜也・石塚成宏・稲垣昌宏 ：九州北部のスギ・ヒノキ人工林における伐採前後の土壌中の窒素移動量 九州森林研究 67：○○－○○，

2013 伐採が直後の土壌中の窒素移動量に及ぼす影響を明らかにするため，斜面位置や林縁からの距離が異なる複数の地点における伐採 1 年
前から伐採半年後までの土壌中の窒素移動量について検討した。土壌の深さ 30 cmの窒素移動量は，伐採区に隣接する対照区では伐採前後で
顕著な変化を示さなかったが，伐採区の斜面上部地点では伐採後に顕著な増大傾向を示した。一方，伐採区の斜面下部地点では， 伐採後やや

増大する傾向が見られたが斜面上部地点ほど顕著ではなく，伐採直後の特に斜面下部での窒素移動量の増大による渓流水の硝酸濃度への影

響は小さいと考えられた。斜面下部では，斜面上部に比べ伐採後の再生植生の発達が著しい。斜面下部での再生植生の発達に伴う窒素吸収が，

土壌からの窒素流出を抑制した可能性が考えられる。 
キーワード：九州，スギ・ヒノキ人工林，伐採，林縁，窒素移動量 
 

Ⅰ．はじめに 

森林の水源涵養機能の持続的発揮において，森林伐

採は大きなインパクトである。この森林伐採によって，

富栄養化物質の一つであり，人体への有害性から水質

基準も定められている渓流水中の硝酸態窒素濃度は増

大する（１，２）。このような下流域生態系への環境負

荷に配慮し，近年では大規模な広域伐採から帯状伐採

等の小面積伐採にシフトしてきている。複数箇所で小

面積伐採した方が，同面積を 1 箇所広域伐採するより

相対的に林縁部分が増える。林縁部分は伐採による地

温上昇等の環境変化が伐採中心部ほど大きくないと考

えられるため，伐採中心部よりも窒素等の流出抑制効

果が高いと期待される。しかし土壌中の窒素移動量の

測定結果に基づいてこれを評価した研究事例はほとん

どない。そこで本研究では，斜面位置や林縁からの距

離が異なる複数の地点で伐採１年前から伐採半年後ま

での土壌中の窒素移動量を継続的に観測し，伐採が直

後の土壌中の窒素移動に及ぼす影響を明らかにする。 

 
Ⅱ．研究方法 

（１）調査地 
熊本県菊池市木護（熊本森林管理署木護国有林内）に

ある傾斜が約 30 度の南東向き斜面の人工林を調査地
とした（図－１）。調査地の標高は約 700mで表層地質
は新第三紀安山岩溶岩・火砕岩である。土壌は褐色森

林土で斜面上部は BD(d)型，下部は BD型である。植生

は斜面上部が約 60 年生のヒノキ林，斜面下部が約 60
年生のスギ林である。調査地の約 1 km下流の露場で貯
留式雨量計により測定した 2012 年の降水量は約 3800 
mmである。調査地では 2013年 2～3月に伐倒・搬出・
スギ植栽が一括して行われた。伐倒木はハーベスタの

ウインチにより地引きで下の林道に全木集材された。

そのため林地に枝条等の残材はほぼ残らなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）調査・分析方法 
伐採区の東側林縁からの距離に応じて，斜面上部と 

斜面下部のそれぞれ林縁から 5 mの地点，20 mの地点，
および対照区として林縁から 20 m 林内側に調査地点
を設定した（計６地点）。土壌の深さ 30 cmにポーラス
プレート・テンションライシメータ（３，４）を設置

し，概ね２週間毎に土壌水を採取して水移動量を算出

した。また， 採取試料を実験室に持ち帰り 0.45 μmの
メンブレンフィルターでろ過後，イオンクロマトグラ

フ法（DIONEX社，DX500使用）により硝酸濃度とア
ンモニア濃度を測定した。土壌水の移動量と硝酸，ア

ンモニア濃度の積から無機態窒素移動量（以下，窒素

移動量）を２週間毎に算出した。観測期間は，伐採１

年前の 2012 年１月から伐採半年後の 2013 年９月であ
る。なお伐採区では，伐採・搬出・植栽期間中に地下

図－１ 調査地および調査地点の位置図 
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৕ਫͷҠಈྔͱ঳ࢎɼΞϯϞχΞೱ౓ͷੵ͔Βແػଶ஠ૉҠಈྔ
ʢҎԼɼ஠ૉҠಈྔʣΛ 2 िؒຖʹࢉग़ͨ͠ɻ؍ଌؒظ͸ɼെ࠾
1 ೥લͷ 2012 ೥ 1 ݄͔Βെ࠾൒೥ޙͷ 2013 ೥ � ݄Ͱ͋Δɻͳ͓
െ۠࠾Ͱ͸ɼെ࠾ɾൖग़ɾ২ؒظ࠿தʹ஍Լ෦ͷ࠾ਫϓϨʔτΛ
আ͘஍্෦ͷثػΛఫऩͨͨ͠Ί࠾ਫΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ͣɼ2013
೥ 2 ݄Լ०͔Β 3 ݄Լ०·Ͱͷ໿ 1ϲ݄͕ؒܽଌͱͳͬͨɻ

Ⅲ．結果

ʢ1ʣਂ͞ 30DN ͷ౔৕ਫͷ঳ࢎೱ౓มԽ
　෼ੳͷ݁Ռɼ౔৕ਫதʹΞϯϞχΞ͸ݕग़͞Εͳ͔ͬͨͨΊɼ
ҎԼͰ͸঳ࢎʹ͍ͭͯͷ݁ՌͷΈࣔ͢ɻെ࠾લͷ঳ࢎೱ౓͸ɼࣼ
໘্෦ɾԼ෦ͷ΄ͱΜͲͷ஍఺Ͱɼౙظʹೱ౓͕͘ߴՆظʹ௿ೱ
౓ͱͳΔقઅมԽΛࣔͨ͠ʢਤʵ 2ʣɻࣼ໘্෦ΑΓԼ෦ͷ஍఺
ͷํ͕શମతʹߴೱ౓Ͱมಈ͓ͯ͠Γɼࣼ໘Լ෦ͷରর஍఺Ͱ͸
ౙظʹ 3�.0NH-� 1 ͷ࠷େ஋Λه࿥ͨ͠ɻҰํɼࣼ໘্෦ͷରর஍
఺ͷ঳ࢎೱ౓͸೥ؒΛ௨ͯ͡ 2.�NH-� 1 ҎԼͰ͋ΔͳͲɼ஍఺ʹ
Αͬͯെ࠾લͷ঳ࢎೱ౓ͷϨϕϧ͸ҟͳ͍ͬͯͨɻെޙ࠾ͷࣼ໘
্෦Ͱ͸ɼରর஍఺ͷೱ౓ʹ্ঢ޲܏͸ೝΊΒΕͳ͔͕ͬͨɼྛ
ԑ͔Β �Nɼ20N ͷ஍఺Ͱെ࠾લͷϨϕϧΑΓ΋ݦஶͳೱ౓্ঢ
͕ՆظʹೝΊΒΕͨʢਤʵ 2 ͷࣼ໘Լ෦Ͱ͸ɼޙ࠾ʣɻҰํɼെࠨ
͍ͣΕͷ஍఺ʹ͓͍ͯ΋െ࠾લͷϨϕϧʹൺ΂ݦஶͳೱ౓্ঢ͸
ೝΊΒΕͳ͔ͬͨʢਤʵ 2 ӈʣɻ

ʢ2ʣਂ͞ 30DN ͷ౔৕ਫͷҠಈྔ

　െ࠾લͷ 2 िؒຖͷ౔৕ਫͷҠಈྔ͸ɼ஍఺ؒʹଟগͷࠩ͸͋
Δ΋ͷͷɼ΄΅ಉఔ౓ʢ2 िؒ͋ͨΓ 10ʙ40NNʣͷ஋Λࣔ͠ɼ
೥ؒΛ௨ͨ͡มಈ͕খ͔ͬͨ͞ʢਤʵ 3ʣɻെޙ࠾ɼ4ʙ6 ݄͸ɼ
ࣼ໘্෦ɾԼ෦ͱ΋ʹରর஍఺ΑΓ΋ྛԑ͔Β �Nɼ20N ͷ஍఺
ͷਫҠಈྔ͕΍΍େ͖͍ݟ͕޲܏ΒΕͨɻ7 ݄Ҏ߱͸ɼ࠾ਫؒظ
ຖͷ߱ਫྔͷมಈ͕େ͖͘ɼରর஍఺΋ؚΊͨ౔৕ਫͷҠಈྔͷ
มಈ͕େ͖͔ͬͨɻ

ʢ3ʣ2 िؒຖͷਂ͞ 30DN ͷ஠ૉҠಈྔ
　െ࠾લͷ஠ૉҠಈྔ͸ɼ঳ࢎೱ౓ͷقઅมԽʹରԠͯ͠ౙظʹ
Ҡಈྔ͕େ͖͘Նظʹ஠ૉҠಈྔ͕খ͘͞ͳΔقઅมಈΛࣔͨ͠

ʢਤʵ 4ʣɻ·ͨɼࣼ໘্෦ΑΓԼ෦஍఺ͷํ͕શମతʹ஠ૉҠಈ
ྔ͸େ͖͔ͬͨɻെޙ࠾ͷࣼ໘্෦Ͱ͸ɼରর஍఺ͷ஠ૉҠಈྔ
ʹ૿େ޲܏͸ೝΊΒΕͳ͔͕ͬͨɼྛԑ͔Β �Nɼ20N ͷ஍఺Ͱ
െ࠾લͷϨϕϧΑΓ΋ݦஶͳ૿େ͕޲܏ೝΊΒΕͨʢਤʵ 4 ʣɻࠨ
Ұํɼࣼ໘Լ෦Ͱ͸ɼྛԑ͔Β 20N ͷ஍఺Ͱെޙ࠾ʹ΍΍૿େ
͢Δݟ͕޲܏ΒΕ͕ͨɼࣼ໘্෦஍఺΄Ͳ૿େ޲܏͸ݦஶͰ͸ͳ
͔ͬͨɻ

Ⅳ．考察

ʢ1ʣെ࠾લͷௐࠪ஍ͷ஠ૉঢ়ଶ
　ຊௐࠪ஍Ͱ͸ࣼ໘্෦ͷରর஍఺Ҏ֎ͷ � ஍఺ʹ͓͍ͯɼ೥ฏ
஋Ͱۉ 10ʙ20NH-� 1 ఔ౓ͷ঳ࢎೱ౓͕؍ଌ͞Εͨɻ͜ͷೱ౓͸ɼ
ಉ͡۽ຊݝ๺෦͋Δࣛ๺ݧࢼ஍ͷ౔৕ਫͷ঳ࢎೱ౓͕೥ฏۉ஋Ͱ

ਤʵ 2ɽ2 िؒຖͷਂ͞ 30 DN ͷ౔৕ਫͷ঳ࢎೱ౓ͱӍྔʢࠨɿࣼ໘্෦ɼӈɿࣼ໘Լ෦ʣ

ਤʵ 3ɽ2 िؒຖͷਂ͞ 30 DN ͷ౔৕ਫͷҠಈྔͱӍྔʢࠨɿࣼ໘্෦ɼӈɿࣼ໘Լ෦ʣ
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